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いつも熱いご支援、ありがとうございます。

意見表明等支援事業が始まります

<問い合わせ・ご相談>　
相模原市里親養育包括支援センター

 「ふうせんかずら」
〒 252-0231相模原市中央区相模原5-1-20 
南栄ビル402　電話 042-704-8433
 (平日 土日祝日 午前9時～午後6時)

メール：minami-satooya@chusinkai.jp
HP：https://fusenkazura.chusinkai.net
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　こどもの権利条約、児童福祉法改正に踏まえて、社会的養
護を必要とするこどもの意見表明を支援し、権利擁護を推
進するために、今年度より「意見表明等支援事業」が相模原
市でも始まります。
　「意見表明等支援事業」とは、こどもたち自身の意見や希
望を表明し、それが適切に反映されるように支援することが
目的となっています。
　また、意見表明等支援員（こどもアドボケイト）と呼ばれる
第３者の専門家がその重要な役割を担っています。
　こどもたちが、意見や希望を表明し、施設生活の中に反映
させていくことは、施設で生活するこどもたちにとって、とて
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　10月の里親月間の活動（4か所5日間）を無事に終了いたしました。921部の里親制度に関するチ
ラシを配布できました。10/22（水）にはZOOM相談会。を実施1組の市民の方の参加がありました。

　12/20（土）に相模原市緑区合同庁舎4階で実施する、里親制度説明会に向けて、11/19（水）～
11/28（金）まで相模原市緑区合同庁舎1階のエントランスホールにて里親制度についての啓発展
示を致しました。

2025年度2回目のこどものための里親活動をしている方からのお話し『里親体験談』のご案内です。
以下のチラシの内容をご覧ください。

ふうせんかずらの活動報告と今後の予定

日にち　2026年2月8日（日）
時　間　午前10時～12時（受付開始　9時半）

会　場　ユニコムプラザさがみはら　

セミナールーム2

「貴重なお話しを聞けて良かった。」等の感想が

多い体験談。是非ご参加ください。

下記のQRコードでお申し込みいただけます。

も重要なことですが、表明された意見や希望に対して、こど
もたちと職員が話し合う時間が今まで以上に増えることも
想定されます。
　一方で職員の人材確保が全国の施設で課題となっている
昨今、職員の業務負担も年々増えているのが現状です。人材
確保の取組みの一環として、インスタグラムに施設の情報を
コンスタントに発信したり、「１DAY乳児院、児童養護施設見
学ツアー」の定期的な開催、インターシップの随時受け入れ
等様々な取組みも始めています。
　こどもたちの最善の利益を実現するためには、こどもたち
を養育する職員の確保が最大のテーマとなっています。

座間神社で七五三のお祝いをしました
　11月9日（日）、今
年の七五三は予報通
り朝から雨がしとし
と降っており、足下も
心配していました。
しかし、神社に向か
う頃には雨が上が
り、座間神社の階段
をみんなで一段一段

上がることができました。
　今年は7歳女の子、5歳男の子2名、3歳女の子、4名が祝い着でお祝
いをしました。
　当日は相模原南地区更生保護女性会の皆様がヘアメイクと着付け
を、NPO法人おもいでぼっくすの皆様に写真撮影をしていただきま
した。心より感謝申し上げます。
　着物や袴姿の子どもたちは緊張気味。最初は表情も硬かったのです
が、カメラマンの皆様が、子どもたちに優しく声をかけてくださり、さ
ながらモデルさんのように、たくさんポーズをとっていました。普段で

きない貴重な体験をさせて頂きました。
　今日この日を無事に迎えられたことに感謝し、これからの子ど
もたちの健やかな成長を見守っていきたいと思います。
(児童課　鳥井)

苦情報告（２０２5年4月）
保護者より以下の内容の苦情を頂きました。
＜申し立て内容＞
畑から伸びている木や雑草にカメムシがついて
しまう。定期的に草刈りをして欲しい。

⇒定期的に畑の草刈りを行うようスケ
ジュールを組みました。



ミカン狩りに行きました

子どもたちの生活の様子

　11月8日（土）に子ども
部会の行事で伊勢原にあ
る「あかざと園」さんへみ
かん狩りに行きました。
暑くもなく寒くもなくみ
かん狩り日和となりまし
た。あかざと園さんは昨
年もお世話になっていた

場所だったこともあり、子ども達も出発前や車の中でも楽しみにし
ている様子が見られました。子どもたち同士で「これ甘そう！」や「こ
のみかんめっちゃオレンジ色だからおいしいよ！」と会話をしながら
思う存分みかんを獲り食べてお腹を膨らませていました。職員もみ
かんを狩ろうと楽しみにしていましたが、子どもたちが次々と「これ
甘いよ！食べて！」や「これあげる！」と笑顔でたくさん渡してくれたの
で子どもたちからもらったみかんでお腹がいっぱいになってしまい
ました。子どもたちの笑顔がたくさん見れた1日となり今後もこう
いった子どもたちが楽しめる行事を子ども部会でたくさん企画して
いきたいと思いました。（児童課　関）

ハロウィンを行いました
　10月31日（金）に乳児課でハロウィンを行いました。子どもたち
はサルやクマ、ウマ、人気キャラクターなど、思い思いの仮装をして
参加しました。事務室や食品管理庫、医務室、心理療法室を順にま
わり、「トリック・オア・トリート！」と言える子は元気に言いながらお菓
子をもらいました。仮装して待っていてくださった職員の方々もお
り、子どもたちは少し驚いたり泣いてしまったりする姿もありました
が、最後にはしっかりとお菓子を受け取っていました。中には仮装に
も動じず、笑顔でお菓子をもらう子の姿も見られました。もらったお
菓子はかぼちゃのバケツに入れて大切そうに持ち歩き、「これもらっ
たよ」と嬉しそうに見せてくる姿もありました。園内が温かい雰囲気
に包まれ、子どもたちに
とって楽しい思い出にな
るハロウィンになりまし
た。（乳児課　鈴野）

駅伝大会で走りました
　毎年秋の時期に、神奈川県
内の児童福祉施設による駅
伝大会が行われます。女子部
門は5人1チーム、児童部門は
6人１チームで組みタスキを
繋ぎます。今年も11月に駅伝
大会が開催され、南児童ホー
ムからも1チームずつ参加し

ました。職員もチームに加わり、子どもたちと一緒に走りました。
　当日に少しでも良いタイムで走れるよう、施設周辺の田んぼ道や
河原沿いを走り体力をつけています。走ることは他の運動よりもと
てもきついですが、意欲高く参加してくれる子どもたちの熱い気持
ちに職員も心を動かされ、子どもたちの為にと職員も一緒に走り、
練習に励みます。
　本番のコースはほとんどが上り坂で、普段の練習では平坦でしか
走ることがないためとても苦しく、本番で走り終えると「もう来年は
やらない！」と言う児童がほとんどです。ですが結果を見ると、去年
よりもタイムが縮まっていたり、初めて参加したけれど思っていた
より速いタイムで走れていたり、良い笑顔が見られます。苦しいな
がらも最後まで走り切る姿に胸を打たれ、普段の生活ではなかなか
感じられないような達成感を味わう事ができ、大会を終えた後の空
気感が私はとても好きで、また来年も子どもたちの為に一緒に頑張
りたいな、と感じます。
　駅伝大会の次は、冬にマラソン大会が開催されます。駅伝大会が
終わったばかりですが、次の目標に向かって、皆で一丸となって走り
続けます。（児童課　二瓶）

多摩動物公園に遠足に行きました

　今年11月から健康管理課の職員として拝命致
しました戸田京子です。子どもたちが心身ともに
健やかに成長できるように子どもの気持ちに寄り
添ったケアを行っていきたいです。ご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い致します。
（健康管理課　戸田）

　今年の9月から健康管理課の職員になりました
平野美枝子です。
　子どもたちが毎日元気に笑顔で過ごせるように心
身の健康を支えていきたいと思っています。
　ひとりひとりの背景や発達段階を理解し、その子
のペースに寄り添ったケアができるように努めます。
宜しくお願い致します。（健康管理課　平野）

よりだ職 員

　 　　10月6日（月）、乳児課8名で多摩
動物公園に遠足に行きました。前
日から、今年遠足2回目のお子さ
んは去年購入したお土産を見
て「タイガー！」と言って楽しみ
にしていました。動物園ではキ
リン、ゾウ、ヒョウ、などの様々な
動物を近くで見る事ができ子ど

　 もたちは大興奮でした。ライオンバ
　　　 スではお昼寝中のライオンを近くで見る
事ができ、迫力がありました。子どもたちの中には「ガオー！」とライオ
ンの物真似をしている子もいました。動物たちに手を振ったり、一緒
に写真を撮ったり、「やっほー！」と声を掛けてみたり、おやつにはソフ
トクリームを食べたり、とても楽しんでいる様子でした。たくさん歩
き、昼食もお腹いっぱい食べ、遊び疲れたのか帰りの車ではみんな
すぐに夢の中へ入っていきました(^^)
（乳児課　三井）

　10月26日（日）に相模原南児童ホームで一年に一回のお祭
り、みなみっこまつりを開催しました。多くのボランティアさん
のご協力を頂きました。普段お世話になっている関係機関の
方々や多くの地域の方に来場して頂きました。子どもたちもお
店に立って食事の販売をしたりステージでの発表をしたりし
て楽しみました。感染症の影響で近年は外部の方をお呼びす
ることができない年もありましたが、今年度はおおむね以前の
通りに開催できました。多くの卒園生が顔を出しに来てくれ
て、施設の歴史が長くなってきたことを感じました。今年度は
「おもいやり」をテーマにしてステージ横に木を用意し、思いや
りエピソードを葉っぱや果物にして飾り付けました。今年度は
来場する方の数が読み切れずすぐに売り切れになってしまっ
たメニューがあったので、来年以降は人気のあるメニューは
もっと数を増やして開催したいと思います。（児童課　吉田）

　今年のステージ発表は、乳児さんたちが赤、青、黄、緑の色

に扮して、「どんな色が好き」を歌いました。それぞれの色で

描いてくれた絵が集まって、大きくて素敵な絵が完成しまし

た。皆のおかげで、とっても綺麗な絵が描けました！

　バザーではおもちゃの車やぬいぐるみをゲット！抱えたり、

かじったり、振り回したり、とっても喜んでいました。もらった

時には、お店の人に「ありがとう」と伝えたり、ペコリとお辞儀

したり、バイバイと手を振ったり、可愛くてたまらないですね。

　他にも、「おもいやりの樹」に実を貼って、お菓子ももらいま

した。写真コーナーで写真を撮ったり、ボール入れや手形をペ

タペタスタンプしたりと色々なブースを楽しみました。お昼ご

飯は熱いラーメンを一生懸命フーフーして食べたり、フライド

ポテトを子ども同士でシェアして食べました。食後は体力の

続く限りお祭りを楽しみ、お兄さんお姉さんのダンスを見た

りして過ごしました。職員、子ども、一緒に楽しい時間を過ご

せました。(乳児課　早川)

　  　10月からふうせんかずらの
里親等相談支援員として配
属されました村谷佐和子
です。これまで乳児院や一
時保護所などの保育士を
しながら、いつかは里親支

　 援のお仕事をしてみたいと
思っていました。念願が叶ってあっという間の
1ヵ月が過ぎ、日々勉強の毎日です。
　関わっていく皆様に信頼してもらえるように
頑張ります。どうぞよろしくお願いします。
（ふうせんかずら　村谷）

職員紹介

みなみっこまつりを開催しました
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